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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１フレーム期間を第１のサブフレームと第２のサブフレームと第３のサブフレームとに
分割して、
　前記第１のサブフレームにおいて、ビデオデータ源から入力されるソース・データに基
づいて生成され該ソース・データ以上の電圧レベルを有する修正データを表示パネルに供
給する段階と、
　前記第２のサブフレームにおいて、前記ソース・データを前記表示パネルに供給する段
階と、
　前記第３のサブフレームにおいて、画面が黒く表示されるように電圧レベルが設定され
たブラック・データを前記表示パネルに供給する段階とを有することを特徴とする液晶表
示装置の駆動方法。
【請求項２】
　前記ソース・データの上位ビットデータに基づいて、前記修正データが生成されること
を特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　前記ソース・データの全ビットデータに基づいて、前記修正データが生成されることを
特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　前記修正データが前記表示パネルに供給される間に、前記ソース・データを遅延させる
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段階を有することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　ビデオデータ源から入力されるソース・データを表示パネルに供給するソース・データ
供給部と、
　ビデオデータ源から入力される前記ソース・データに基づいて、該ソース・データ以上
の電圧レベルを有する修正データを生成して前記表示パネルに供給するデータ修正部と、
　画面が黒く表示されるように電圧レベルが設定されたブラック・データを前記表示パネ
ルに供給するブラック電圧発生部とを有して構成され、
　１フレーム期間を第１のサブフレームと第２のサブフレームと第３のサブフレームとに
分割して、前記第１のサブフレームにおいて前記修正データを前記表示パネルに供給し、
前記第２のサブフレームにおいて前記ソース・データを前記表示パネルに供給し、前記第
３のサブフレームにおいて前記ブラック・データを前記表示パネルに供給することを特徴
とする液晶表示装置の駆動装置。
【請求項６】
　前記データ修正部は、前記ソース・データの上位ビットデータに基づいて、前記修正デ
ータを生成することを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項７】
　前記データ修正部は、前記ソース・データの全ビットデータに基づいて、前記修正デー
タを生成することを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項８】
　前記データ修正部から入力される前記修正データと、前記ソース・データ供給部から入
力される前記ソース・データと、前記ブラック電圧発生部から入力される前記ブラック・
データとを順次切り換えて前記表示パネルに供給する切り換え部を有することを特徴とす
る請求項５に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項９】
　前記修正データが前記表示パネルに供給される間に、前記ソース・データを遅延させる
データ遅延器を有することを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１０】
　前記切り換え部から供給される前記修正データ、前記ソース・データ及び前記ブラック
・データを前記表示パネルのデータラインに供給するためのデータ駆動部と、
　前記表示パネルのスキャンラインにスキャニング信号を供給するためのスキャン駆動部
と、
　前記切り換え部、前記データ駆動部及び前記スキャン駆動部を制御するための制御信号
を出力するタイミング制御器とを有することを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置
の駆動装置。
【請求項１１】
　前記第１のサブフレーム、前記第２のサブフレーム及び前記第３のサブフレームが、そ
れぞれ１フレーム期間の３分の１の長さの期間を有することを特徴とする請求項５に記載
の液晶表示装置の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は液晶表示装置に関し、特に画質を向上させた液晶表示装置の駆動方法及び装置に
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
通常液晶表示装置はビデオ信号により液晶セルの光透過率を調節して画像を表示する。液
晶セル毎にスイッチング素子が形成されたアクティブマトリックスタイプの液晶表示装置
が動画を表示するのに適している。アクティブマトリックスタイプの液晶表示装置に使用
されるスイッチング素子としては、主に薄膜トランジスタ（以下、″ＴＦＴ″という）が
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利用されている。
【０００３】
液晶表示装置は数式１及び２から理解されるように、液晶に固有の粘性及び弾性などの特
性に起因して、応答速度が遅いという短所がある。
【数１】

ここで、τとγは液晶に電圧が印加される際の上昇時間を、Ｖaは印加電圧を、ＶＦは液
晶分子が傾斜運動を始めるフリーデリック遷移電圧（Freederick Transition Voltage）
を、ｄは液晶セルのセル・ギャップを、γは液晶分子の回転粘度をそれぞれ意味する。
【数２】

ここで、τ及びｆは液晶に印加された電圧がオフにされた後に液晶が弾性復元力により元
の位置に復元するまでの下降時間を、Ｋは液晶固有の弾性係数をそれぞれ意味する。
【０００４】
ＴＮモードの液晶応答速度は液晶材料の物性とセル・ギャップにより変化させることがで
きるが、通常、上昇時間が２０－８０ｍｓであり下降時間が２０－３０ｍｓである。この
ような液晶の応答速度は動画の１フレーム期間（ＮＴＳＣ；１６．６７ｍｓ）より長いた
め、図１に示すように、液晶セルに充電される電圧が所望の電圧に到達する前に次のフレ
ームに進行し、その結果、動画で画面がうすぼんやりするモーション・ブラーリング（Mo
tion Blurring）現象が現れる。
【０００５】
図１に示すように、従来の液晶表示装置は動画を表示する際に、データ（ＶＤ）のレベル
の変化に対して応答速度が遅いために、対応する表示輝度（ＢＬ）が所望の輝度に到達で
きなくなるために所望の色と輝度を表現できなくなる。その結果、液晶表示装置には動画
像のモーション・ブラーリング現象が表れ、明暗比の低下により表示品質が劣化する。
【０００６】
このような液晶表示装置の遅い応答速度を改善するために、アメリカ特許第５，４９５，
２６５号とＰＣＴ国際公開番号ＷＯ９９/０５５６７には、ルックアップテーブルを利用
してデータの変化の有無によりデータを修正する方法（以下、「高速駆動」という）が提
案されている。この高速駆動方法は図２に示すような原理でデータを修正するものである
。
【０００７】
図２に示すように、従来の高速駆動方法は入力データ（ＶＤ）を修正した修正データ（Ｍ
ＶＤ）を液晶セルに印加して所望の輝度（ＭＢＬ）を得る。この高速駆動方法は、１フレ
ーム期間中に入力データの輝度に対応して所望の輝度が得られるように、データの変化の
有無に基づき数式１で｜Ｖ２

ａ
　ーＶ２

Ｆ｜を大きくすることにより液晶の応答を加速す
る。従って、高速駆動方法を利用する液晶表示装置は、データ値を修正して液晶の遅い速
度を補償することにより、動画像のモーション・ブラーリング現象を緩和し、画像に所望
の色と輝度を表示することができる。
【０００８】
さらに詳細には、高速駆動方法は、直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ
）のそれぞれの上位ビット（ＭＳＢ）を比較して、上位ビット（ＭＳＢ）に変化があると
、ルックアップ・テーブルを参照して該当する修正データ（Ｍデータ）を選択し、図３に
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示すように修正する。この高速駆動方法はハードウェアとして具体化する際にメモリ容量
の負担を減らすために、上位のビットだけを修正するものである。このような方法を実現
した高速駆動装置を図４に示す。
【０００９】
図３に示すように、従来の高速駆動装置は上位ビット出力バスライン（４２）に接続され
たフレームメモリ（４３）と、上位ビット出力バスライン（４２）とフレームメモリ（４
３）の出力端子に共通に接続されたルックアップテーブル（４４）とを具備する。
【００１０】
フレームメモリ（４３）は上位ビット（ＭＳＢ）を１フレーム期間の間だけ保存し、保存
した該データをルックアップ・テーブル（４４）に供給する。ここで、上位ビット（ＭＳ
Ｂ）は８ビットのソース・データ（ＲＧＢ）中の上位４ビットに設定される。
【００１１】
ルックアップ・テーブル（４４）は、上位ビット出力バスライン（４２）から入力される
現在のフレーム（Ｆｎ）の上位ビット（ＭＳＢ）と、フレームメモリ（４３）から入力さ
れる直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位データ（ＭＳＢ）を、下の表１または表２に当て
はめ、該当する修正データ（Ｍデータ）を選択する。修正データ（Ｍデータ）は、下位ビ
ットバスライン（４１）からの下位ビット（ＬＳＢ）と加算されて液晶表示装置に供給さ
れる
【００１２】
【表１】

【００１３】
表１において、左側の列は直前のフレーム（Ｆｎー１）のデータ電圧（ＶＤｎ－１）であ
り、最上行は現在のフレーム（Ｆｎ）のデータ電圧（ＶＤｎ）である。
【００１４】
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しかし、従来の高速駆動方法はソース・データを修正しない正常な駆動に比べて動的コン
トラスト比（Dynamic Contrast Ratio）が向上しているものの、画面が変わった時は、フ
レームの輝度が所望の輝度に到達するのは常に該フレーム終了時となるために、相変わら
ずソース・データが表現しようとする水準に至らない。このような液晶表示装置のデータ
の維持特性により、高速駆動に対応してソース・データが修正されても動的コントラスト
比が望む水準に到達しないことは、色再現に関しては、赤、緑及び青色の混合で表現され
る色が歪む結果をもたらす。
【００１５】
【発明が解決しようとする課題】
従って、本発明の目的は画質を向上させた液晶表示装置の駆動方法及び装置を提供するこ
とである。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するために、本発明の実施例による液晶表示装置の駆動方法は、予め設定
された修正データを利用して修正したソース・データをフレームの初期に表示パネルに供
給する段階と、前記フレームの残りの期間の少なくとも一部に、画面が黒く表示されるよ
うにその電圧レベルを設定したブラック・データを前記表示パネルに供給する段階とを含
む。
【００１７】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動方法は、修正されたデータとブラック・データ
の間にソース・データを表示パネルに供給する段階を更に含む。
【００１８】
　本発明の実施例による液晶表示装置の駆動方法において、ソース・データの上位ビット
データに基づいて、修正データが生成される。
【００１９】
　本発明の実施例による液晶表示装置の駆動方法において、ソース・データの全ビットデ
ータに基づいて、修正データが生成される。
【００２０】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動方法は、修正されたソース・データとブラック
・データを切り換えて表示パネルに供給する段階を更に含む。
【００２１】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動方法は修正されたソース・データ、ソース・デ
ータ及びブラック・データを順次切り換えて表示パネルに供給する段階を更に含む。
【００２２】
　本発明の実施例による液晶表示装置の駆動方法は、修正されたソース・データが表示パ
ネルに供給される間に、前記ソース・データを遅延させる段階を更に含む。
【００２３】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、予め設定された修正データを利用して
ソース・データを修正し、該修正されたソース・データをフレームの初期に表示パネルに
供給する修正器と、フレームの残りの期間の少なくとも一部に画面が黒く表示されるよう
にその電圧レベルを設定したブラック・データを表示パネルに供給するブラック電圧発生
部とを具備する。
【００２４】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、修正されたソース・データとブラック
・データの間に、ソース・データを表示パネルに供給するソース・データの供給部を更に
具備する。
【００２５】
　本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、修正器がソース・データの上位ビッ
トデータに基づいて修正することを特徴とする。
【００２６】
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　本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、修正器がソース・データの全ビット
データに基づいて修正することを特徴とする。
【００２７】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、修正されたソース・データとブラック
・データを切り換えて前記表示パネルに供給する切り換え器を更に具備する。
【００２８】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、修正されたソース・データ、ソース・
データ及びブラック・データを順次切り換えて前記表示パネルに供給する切り換え器を更
に具備することを特徴とする。
【００２９】
　本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、修正されたソース・データが表示パ
ネルに供給される間にソース・データを遅延させるデータ遅延器を更に具備する。
【００３０】
　本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、切り換え器から供給される修正され
たソース・データとブラック・データを表示パネルのデータラインに供給するためのデー
タ駆動部と、表示パネルのスキャンラインにスキャニング信号を供給するためのスキャン
駆動部と、切り換え器のスイッチングタイムを制御すると共にデータ駆動部とスキャン駆
動部を制御するためのタイミング制御器とを更に具備する。
【００３１】
　本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、切り換え器から順次供給される修正
されたソース・データとブラック・データを前記表示パネルのデータラインに供給するた
めのデータ駆動部と、表示パネルのスキャンラインにスキャニング信号を供給するための
スキャン駆動部と、切り換え器のスイッチングタイムを制御すると共にデータ駆動部とス
キャン駆動部を制御するためのタイミング制御器とを更に具備する。
【００３２】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、ブラック・データが前記フレームの約
１／２の期間の間に供給されることを特徴とする。
【００３３】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、ソース・データ及びブラック・データ
がそれぞれフレームの約１／３と２／３期間の間に供給されることを特徴とする。
【００３４】
　本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、予め設定された修正データを利用し
てソース・データを修正し、フレームの初期に表示パネルに供給するデータ修正器と、フ
レームの残りの期間の少なくとも一部に画面が黒く表示されるようにその電圧レベルを設
定したブラック・データを表示パネルに供給するブラック電圧発生部と、修正されたソー
ス・データとブラック・データを順次切り換えるための切り換え器と、切り換え器から供
給される修正されたソース・データとブラック・データを液晶パネルに供給するためのデ
ータ駆動部と、液晶パネルのスキャニング信号を供給するためのスキャン駆動部と、切り
換え器のスイッチングタイムを制御すると共にデータ駆動部とスキャン駆動部を制御する
ためのタイミング制御器とを具備する。
【００３５】
本発明の実施例による液晶表示装置の駆動装置は、ソース・データが切り換え器により修
正されたソース・データとブラック・データの間に供給されることを特徴とする。
【００３６】
【作用】
本発明による液晶表示装置の駆動方法及び装置は、フレームの初期に修正データを液晶パ
ネルに供給した後、正常データとブラックデータを順次液晶パネルに供給することで動画
のモーション・ブラーリングを最小化する。
【００３７】
【発明の実施の形態】
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以下、図５乃至図１０を参照して本発明の好ましい実施例を説明する。
【００３８】
図５に示すように、本発明の第１実施例による液晶表示装置の駆動装置は、データライン
（５５）とゲートライン（５６）が交差しており、その交差部に液晶セル（Ｃｌｃ）を駆
動するためのＴＦＴが形成された液晶パネル（５７）と、液晶パネル（５７）のデータラ
イン（５５）にデータを供給するためのデータドライバ（５３）と、液晶パネル（５７）
のゲートライン（５６）にスキャニングパルスを供給するためのゲート・ドライバ（５４
）と、デジタル・ビデオ・データと同期信号（ＨＶ）が供給されるタイミング・コントロ
ーラ（５１）と、タイミング・コントローラ（５１）とデータ・ドライバ（５３）の間に
接続されて入力データ（ＲＧＢ）を修正するためのデータ修正部（５２）と、ブラック・
データ（ＢＬ）を発生するためのブラック電圧発生部（６０）と、データ修正部（５２）
とデータ・ドライバ（５３）の間に接続されて修正データ（ＡＭデータ）と修正されない
正常のデータ（ＲＧＢ）そして、ブラック・データ（ＢＬ）の中のいずれかの一つを選択
するための切り換え部（５８）と、タイミング・コントローラ（５１）と切り換え部（５
８）の間に接続されたデータ遅延器（５９）とを具備する。
【００３９】
液晶パネル（５７）は、下部ガラス基板の上に複数のデータライン（５５）と複数のゲー
トライン（５６）が相互に直交すように配置され、間に液晶が注入された二枚のガラス基
板により形成される。データライン（５５）とゲートライン（５６）上のデータは液晶セ
ル（Ｃｌｃ）に供給される。このために、ＴＦＴのゲート電極は該複数のゲートライン（
５６）に接続され、ソース電極は該複数のデータライン（５５）に接続される。そしてＴ
ＦＴのドレーン電極は液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極に接続される。
【００４０】
タイミング・コントローラ（５１）は図示しないデジタル・ビデオ・カードから供給され
るデジタル・ビデオ・データを再生する。タイミング・コントローラ（５１）により再生
されたデータ（ＲＧＢデータ）は、データ修正部（５２）とデータ遅延器（５９）に供給
される。
【００４１】
また、タイミング・コントローラ（５１）は、入力された水平／垂直同期信号（ＨＶ）を
利用して、ドットクロック（Ｄｃｌｋ）、ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ）、図示し
ないゲート・シフト・クロック（ＧＳＣ）、出力イネーブル／ディスエーブル信号のタイ
ミング制御信号と極性の制御信号を生成し、データ・ドライバ（５３）とゲート・ドライ
バ（５４）を制御する。ドットクロック（Ｄｃｌｋ）と極性制御信号はデータ・ドライバ
（６３）に供給され、ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ）とゲート・シフト・クロック
（ＧＳＣ）はゲート・ドライバ（５４）に供給される。ここで、タイミング・コントロー
ラ（５１）から生成された前記タイミング制御信号と極性の制御信号は、従来の三倍の周
波数を有している。このタイミング・コントローラ（５１）は、１フレーム期間内に切り
換え部（５８）のスイッチングを３回行うことができるよう、１フレーム期間内に互いに
異なる論理値に変ずるスイッチの制御信号（ＳＷ）を発生する。このスイッチの制御信号
（ＳＷ）は、切り換え部（５８）が修正データ（ＡＭデータ）、正常データ（ＲＧＢ）そ
してブラック・データ（ＢＬ）を順次選択することができるように、３以上の数を選択す
ることができる少なくとも２ビットに構成される。
【００４２】
ゲート・ドライバ（５４）は、タイミング・コントローラ（５１）から供給されるゲート
・スタート・パルス（ＧＳＰ）とゲート・シフト・クロック（ＧＳＣ）に応答し、スキャ
ンパルス、即ちゲート・ハイパルスを順次発生するシフト・レジスタと、スキャンパルス
の電圧を液晶セル（Ｃｌｃ）の駆動に適合するレベルにシフトさせるためのレベル・シフ
トを含む。このスキャンパルスに応答して、ＴＦＴはターン・オンされる。ＴＦＴがター
ン・オンされる際に、データライン（５５）上のビデオ・データは液晶セル（Ｃｌｃ）の
画素電極に供給される。ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ）とゲート・シフト・クロッ
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ク（ＧＳＣ）は、１フレーム期間内に全画面のスキャンラインがそれぞれ３回スキャンニ
ングされるように、従来の三倍の周波数を有している。
【００４３】
データ・ドライバ（５３）には切り換え部（５８）から１フレーム期間内に修正データ（
ＡＭデータ）、正常データ（ＲＧＢ）及びブラック・データ（ＢＬ）が連続に供給される
と共に、タイミング・コントローラ（５１）からドットクロック（Ｄｃｌｋ）が入力され
る。このデータ・ドライバ（５３）は、ドットクロック（Ｄｃｌｋ）により１フレーム期
間内に修正データ（ＡＭデータ）、正常データ（ＲＧＢ）及びブラック・データ（ＢＬ）
を連続してサンプリングした後に、１ライン分ずつラッチする。このデータ・ドライバ（
５３）によりラッチされたデータはアナログ・データに変換されてスキャン期間毎にデー
タライン（５５）に同時に供給される。データ・ドライバ（５３）は修正データに対応す
るガンマ電圧をデータライン（５５）に供給することもできる。ここで、ドットクロック
（Ｄｃｌｋ）は、１フレーム期間内に各液晶セルに修正データ（ＡＭデータ）、正常デー
タ（ＲＧＢ）及びブラック・データ（ＢＬ）が一回ずつ供給されるように、従来の３倍の
周波数を有している。
【００４４】
　データ修正部（５２）は、図６及び図７に示すように、正常データ（ＲＧＢ）のグレイ
スケール値にそれぞれ対応する修正データが登録されたルックアップ・テーブルを参照し
、正常データ（ＲＧＢ）をルックアップ・テーブルに登録された修正データ（ＡＭデータ
）に修正する。このデータ修正部（５２）は図６のように８ビットのソースデータ（ＲＧ
Ｂ）を８ビットの修正データに修正することができ、ルックアップ・テーブルのメモリの
大きさを減らすために、図７のように４ビットの上位ビット（ＭＳＢ）だけを４ビットの
修正データに修正することもできる。
【００４５】
ブラック電圧発生部（６０）は、液晶パネル（５７）がバックライトを完全に遮断して表
示画面を黒く見せるような電圧に設定したブラック・データ（ＢＬ）を発生させる。その
ブラック・データ（ＢＬ）は切り換え部（５８）に供給される。
【００４６】
４ビットの上位ビット（ＭＳＢ）を修正する場合に、ルックアップ・テーブルに登録され
た修正データを下の表２のように設定することができる。
【００４７】
【表２】

【００４８】
表２から分かるように、ルックアップ・テーブルの修正データはデータ幅の最大値以内で
ソース・データのグレイスケールより高いグレイスケール電圧に設定される。
【００４９】
本発明による液晶表示装置の駆動装置は、図６及び図７から分かるように、データ修正部
（５２）にフレーム間のデータを比較する過程がないのでフレームのメモリを必要としな
い。本発明による液晶表示装置の駆動装置は、データの変化に関係なくソース・データと
して入力される正常データ（ＲＧＢ）の各グレイスケール別に設定された修正データだけ
が保存されるので、表２のようにルックアップ・テーブルのメモリの大きさが小さくなる
。
【００５０】
切り換え部（５８）はタイミング・コントローラ（５１）からのスイッチ制御信号（ＳＷ
）に応答して、１フレーム期間内に修正データ（ＡＭデータ）と正常データ（ＲＧＢ）及
びブラック・データ（ＢＬ）を順次データ・ドライバ（５３）に供給する。
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【００５１】
　データ遅延器（５９）は、修正データ（ＡＭデータ）が液晶パネル（５７）に供給され
る間に正常データ（ＲＧＢ）を遅延させる役割を果たす。
【００５２】
本発明の第１実施例による液晶表示装置の駆動装置及び方法において、液晶パネル（５７
）に供給される電圧と輝度の変化の一例を図８に示す。
【００５３】
図８に示すように、１フレーム期間は第１乃至第３サブフレーム（ＳＦ１乃至ＳＦ３）に
分けられる。第１乃至第３サブフレーム（ＳＦ１乃至ＳＦ３）のそれぞれの期間は一フレ
ーム期間内に適切に調整されることができる。例えば、第１乃至第３サブフレーム（ＳＦ
１乃至ＳＦ３）のそれぞれの期間は１フレーム期間の１／３に設定されることができる。
【００５４】
図８において、「ＶＤ」は正常データ電圧であり、その電圧により変化する輝度は「ＢＬ
」である。「ＭＶＤ」は従来の高速駆動方式により修正されたデータ電圧であり、その電
圧により変化する輝度は「ＭＢＬ」である。そして「ＡＭＶＤ」は本発明の第１実施例に
よる液晶表示装置の駆動方法及び装置により修正されたデータ電圧であり、その電圧によ
り変化する輝度は「ＡＭＢＬ」である。
【００５５】
第１サブフレーム（ＳＦ１）では、データ修正部（５２）により修正された修正データ（
ＡＭデータ）が液晶パネル（５７）に供給される。この第１サブフレーム（ＳＦ１）の次
に設定された第２サブフレーム（ＳＦ２）では、修正されない正常データ（ＲＧＢ）が液
晶パネル（５７）に供給される。フレームの最後に配置された第３サブフレーム（ＳＦ３
）は停止期間に設定される。この第３サブフレーム（ＳＦ３）にはブラック電圧発生部（
６０）からブラック・データ（ＢＬ）が液晶パネル（５７）に供給される。第３サブフレ
ーム（ＳＦ３）の停止期間は、既存の陰極線管と同様に、データ電圧が維持されないよう
にすることで動画の再現の際にモーション・ブラリングが表れなくする。
【００５６】
第１サブフレーム（ＳＦ１）における修正データの電圧は正常データの電圧より大きいた
め、正常データに比べて液晶セルに印加される実効電圧が大きくなる。従って、各フレー
ムの初期に液晶セルの輝度は望む水準まで到達するようになる。この輝度は第２サブフレ
ーム（ＳＦ２）まで維持される。第３サブフレーム（ＳＦ３）の輝度はブラック・データ
の電圧により第３サブフレーム（ＳＦ３）の期間内に漸進的に最低の輝度まで落ちる。
【００５７】
図８から分かるように、本発明による液晶表示装置の駆動方法及び装置は、１フレーム期
間の後期に設定された停止期間によりデータ電圧がいつもブラックからホワイトまたは任
意のグレイスケールレベル（正常データ又は修正データ）に変化する。従って、修正デー
タ（ＡＭデータ）の電圧レベルは高速駆動のデータ修正の原理により表２のように正常デ
ータ（ＲＧＢ）の電圧レベルより高く設定される。
【００５８】
図９は本発明の第２実施例による液晶表示装置の駆動方法及び装置を表す。
【００５９】
図９に示すように、本発明の第２実施例による液晶表示装置の駆動装置は、データライン
（９５）とゲートライン（９６）が交差しており、その交差部に液晶セル（Ｃｌｃ）を駆
動するためのＴＦＴが形成された液晶パネル（９７）と、液晶パネル（９７）のデータラ
イン（５５）にデータを供給するためのデータドライバ（９３）と、液晶パネル（９７）
のゲートライン（９６）にスキャニングパルスを供給するためのゲート・ドライバ（９４
）と、デジタル・ビデオ・データと同期信号（ＨＶ）が供給されるタイミング・コントロ
ーラ（９１）と、タイミング・コントローラ（９１）とデータ・ドライバ（９３）の間に
接続されて入力データ（ＲＧＢ）を修正するためのデータ修正部（９２）と、ブラック・
データ（ＢＬ）を発生するためのブラック電圧発生部（９９）と、データ修正部（９２）
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とデータ・ドライバ（９３）の間に接続されて修正データ（ＡＭデータ）とブラック・デ
ータ（ＢＬ）のいずれか一つを選択するための切り換え部（９８）とを具備する。
【００６０】
液晶パネル（９７）は図５に示されたものと実質的に同一の構成を有する。
【００６１】
タイミング・コントローラ（９１）は、図示しないデジタル・ビデオ・カードから供給さ
れるデジタル・ビデオ・データを再生する。タイミング・コントローラ（９１）により再
生されたデータ（ＲＧＢ）はデータ修正部（９２）に供給される。
【００６２】
また、タイミング・コントローラ（９１）は、入力された水平／垂直同期信号（ＨＶ）を
利用してドットクロック（Ｄｃｌｋ）、ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ）、図示しな
いゲート・シフト・クロック（ＧＳＣ）、出力可／不可信号のタイミング制御信号と極性
の制御信号を生成し、データ・ドライバ（９３）とゲート・ドライバ（９４）を制御する
。ドットクロック（Ｄｃｌｋ）と極性制御信号はデータ・ドライバ（９３）に供給され、
ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ）とゲート・シフト・クロック（ＧＳＣ）はゲート・
ドライバ（９４）に供給される。ここで、タイミング・コントローラ（９１）から生成さ
れた前記タイミング制御信号と極性の制御信号は、従来の二倍の周波数を有している。こ
のタイミング・コントローラ（９１）は、１フレーム期間内に切り換え部（９８）のスイ
ッチングを２回行うことができるように、１フレーム期間内に論理値に反転される、例え
ば既存の垂直同期信号（Ｖ）の１／２の周期に論理値が反転するスイッチの制御信号（Ｓ
Ｗ）を発生することができる。このスイッチの制御信号（ＳＷ）は補値ビットにも構成す
ることができる。
【００６３】
ゲート・ドライバ（９４）は、タイミング・コントローラ（９１）から供給されるゲート
・スタート・パルス（ＧＳＰ）とゲート・シフト・クロック（ＧＳＣ）に応答して、スキ
ャンパルス、即ちゲート・ハイパルスを順次発生するシフト・レジスタと、スキャンパル
スの電圧を液晶セル（Ｃｌｃ）の駆動に適合したレベルにシフトさせるためのレベル・シ
フトを含む。このスキャンパルスに応答してＴＦＴはターン・オンされる。ＴＦＴがター
ン・オンされる際に、データライン（９５）上のビデオ・データは液晶セル（Ｃｌｃ）の
画素電極に供給される。ゲート・スタート・パルス（ＧＳＰ）とゲート・シフト・クロッ
ク（ＧＳＣ）は１フレーム期間内に全画面のスキャンラインをそれぞれ二回スキャンニン
グできるように従来２倍の周波数を有している。
【００６４】
　データ・ドライバ（９３）には切り換え部（９８）から１フレーム期間内に修正データ
（ＡＭデータ）とブラック・データ（ＢＬ）が連続して供給されると共に、タイミング・
コントローラ（９１）からドットクロック（Ｄｃｌｋ）が入力される。このデータ・ドラ
イバ（９３）は、ドットクロック（Ｄｃｌｋ）により１フレーム期間内に修正データ（Ａ
Ｍデータ）とブラック・データ（ＢＬ）を連続してサンプリングした後に、１ライン分ず
つラッチする。このデータ・ドライバ（９３）によりラッチされたデータは、アナログ・
データに変換されてスキャン期間毎にデータライン（９５）に同時に供給される。データ
・ドライバ（９３）は修正データに対応するガンマ電圧をデータライン（９５）に供給す
ることもできる。ここで、ドットクロック（Ｄｃｌｋ）は、１フレーム期間内に各液晶セ
ルに修正データ（ＡＭデータ）及びブラック・データ（ＢＬ）が１回ずつ供給されるよう
に、従来比２倍の周波数を有している。
【００６５】
データ修正部（９２）は、図６及び図７に示すように、正常データ（ＲＧＢ）のグレイス
ケール値にそれぞれ対応する修正データが登録されたルックアップ・テーブルを参照し、
正常データ（ＲＧＢ）をルックアップ・テーブルに登録された修正データ（ＡＭデータ）
に修正する。
【００６６】
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４ビットの上位ビット（ＭＳＢ）を修正する場合に、ルックアップ・テーブルに登録され
た修正データを表２のように設定することができる。
【００６７】
ブラック電圧発生部（９９）は、液晶パネル（９７）がバックライトを完全に遮断して表
示画面を黒く見せるような電圧に設定したブラック・データ（ＢＬ）を発生する。そのブ
ラック・データ（ＢＬ）は切り換え部（９８）に供給される。
【００６８】
切り換え部（９８）はタイミング・コントローラ（９１）からのスイッチ制御信号（ＳＷ
）に応答して、１フレーム期間内に修正データ（ＡＭデータ）とブラック・データ（ＢＬ
）を順次データ・ドライバ（９３）に供給する。
【００６９】
本発明の第２実施例による液晶表示装置の駆動装置及び方法において、液晶パネル（９７
）に供給される電圧と輝度の変化の一例を図１０に示す。
【００７０】
図１０に示すように、１フレーム期間は第１及び第２サブフレーム（ＳＦ１、ＳＦ２）に
分けられる。第１及び第２サブフレーム（ＳＦ１、ＳＦ２）のそれぞれの期間を、１フレ
ーム期間内で適切に調整することができる。例えば、第１及び第２サブフレーム（ＳＦ１
、ＳＦ２）それぞれの期間を、１フレーム期間の１／２に設定することができる。
【００７１】
第１サブフレーム（ＳＦ１）では、データ修正部（９２）により修正された修正データ（
ＡＭデータ）が液晶パネル（９７）に供給される。この第１サブフレーム（ＳＦ１）の次
に設定された第２サブフレーム（ＳＦ２）は停止期間に設定される。従って、第２サブフ
レーム（ＳＦ２）では、ブラック電圧発生部（９９）からのブラック・データ（ＢＬ）が
液晶パネル（９７）に供給される。第２サブフレーム（ＳＦ２）によりモーション・ブラ
ーリングが表れなくなる。
【００７２】
【発明の効果】
上述したように、本発明による液晶表示装置の駆動方法及び装置は、フレームの初期に修
正データを液晶パネルに供給した後、正常のデータとブラックデータを順次液晶パネルに
供給するか修正データとブラックデータを順次液晶パネルに供給することにより、動画の
モーション・ブラリングを最小化する。その結果、本発明による液晶表示装置の駆動方法
及び装置は、動画の画質を向上させる。
【００７３】
以上説明した内容を通し、当業者であれば本発明の技術思想の範囲で、多様な変更及び修
正が可能であることが分かる。従って、本発明の技術的な範囲は、明細書の詳細な説明に
記載された内容に限定されず特許請求の範囲によって定められるべきである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は通常の液晶表示装置においてデータによる輝度変化を表す波形図である
。
【図２】　図２は従来の高速駆動方法においてデータ修正による輝度変化の一例を表す波
形図である。
【図３】　図３は８ビットのデータに適用された従来の高速駆動方法を表す図面である。
【図４】　図４は従来の高速の駆動装置を表すブロック図である。
【図５】　図５は本発明の第１実施例による液晶表示装置の駆動装置を表すブロック図で
ある。
【図６】　図６は図５に図示されたデータ修正部の第１実施例を表すブロック図である。
【図７】　図７は図５に図示されたデータ修正部の第２実施例を表すブロック図である。
【図８】　図８は従来の高速駆動及び正常駆動と対比させて本発明の第１実施例による修
正データと輝度を表すグラフである。
【図９】　図９は本発明の第２実施例による液晶表示装置の駆動装置を表すブロック図で
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ある。
【図１０】　図１０は従来の高速駆動及び正常駆動と対比させて本発明の第２実施例によ
る修正データと輝度を表すグラフである。
【符号の説明】
５１、９１：タイミング・コントローラ
５２、９２：データ修正部
５３、９３：データ・ドライバ
５４、９４：ゲート・ドライバ
５５、９５：データライン
５６、９６：ゲートライン
５７、９７：液晶パネル
５８、９８：切り換え部
５９：データ遅延器
６０、９９：ブラック電圧発生部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【図８】 【図９】
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